
 

 

水地申第２１号 団体交渉(３月１１日開催) 

安全に万全を期した「中編成ワンマン運転」施策の実施を求める緊急申し入れ 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

～組合主張～ 
 検証交渉や申１６号基本交渉以降で、安全

に対する問題提起をしてきたが、この間講

じてきた対策はあるか。 

 同化現象・死角が解消できたのか。明確に

答えていただきたい。 

 これまで、車掌が行ってきたドアセーフテ

ィ９０のホーム進入時の車両側面におけ

る触車、発車時の前方、発車後のモニタ消

灯時の車両側面の触車や後方の死角につ

いて、どう認識しているのか。 

 それで問題ないという認識なのか。問題な

いとする根拠は。 

 

 

～会社主張～ 
●同化現象はあるが、モニタの精度は変えら

れない。貴側との議論もあり、モニタが見づ

らい場合の取り扱いをマニュアルに盛り込

み乗務員に周知している。 

●同化現象をなくすことはできないのではな

いか。カメラ切り替えなどで確認してもら

いたい。 

●運転士の対応できる範囲でやってもらえば

良い。 

 

●問題ない。必要な設備整備をしてきたか

ら。 

〇会社回答〇 

中編成ワンマン運転については、これまで安全を確保する上で必要な設備整備、及び必要な訓練を行って

きたことから予定通り実施する。 

１．「中編成ワンマン運転」施策の実施にあたっては、当面の間、安全に万全を期すため、ワンマン運転列車に

車掌を乗務させること。また、十分な検証期間を設け、労使議論を行ったうえで本実施すること。 

会社「モニタ同化現象は確かにある！」 
「死角あるけど問題ない！」 「側面後方見えないけれど問題ない！」 

 


